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よくわかるがんゲノム医療 Q & A -あなたの疑問に専門医が答える！-、 

日本臨床腫瘍学会・日本癌学会・日本癌治療学会、（全 90）2020 年 12 月 25 日.  

 

24. 佐治重衡（編集委員会 委員） 

入門腫瘍内科学 改訂第３版、日本臨床腫瘍学会編、（全 360）、南江堂、2020 年. 

 

25. 徳田恵美、佐治重衡 

6.がん薬物療法 D 内分泌療法 

入門腫瘍内科学 改訂第３版、日本臨床腫瘍学会編、119-121（全 360）,南江堂、2020 年 7 月. 

 

26. 佐治重衡 

４ 術後内分泌療法 

乳腺腫瘍学 第 3 版、日本乳癌学会編、241-250（全 456）、金原出版株式会社、2020 年 4 月 28 日. 

 

27. 佐治重衡（編集） 

乳がん薬物療法ハンドブック、佐治重衡編、（全 342）、南江堂、2019 年 1 月. 

 

28. 佐治重衡（患者向けガイドライン小委員会 委員長） 

患者さんのための乳がん診療ガイドライン 2019 年版、日本乳癌学会編、（全 342）、 金原出版、2019 年 1 月. 

 

29. 佐治重衡（患者向けガイドライン小委員会 委員長） 

乳癌診療ガイドライン 追補 2019 2018 年版 

日本乳癌学会 編、（全 132）、金原出版、2019 年 10 月 30 日. 

 

30. 佐治重衡、清水千佳子 

乳がんの薬物療法 

がん治療エッセンシャルガイド 改訂 4 版、 

佐藤隆美、藤原康弘、古瀬純司、大山優 編、87-115（全 424）、南山堂、2019 年 5 月 

 

31. 編集委員：佐治重衡 

新臨床腫瘍学－がん薬物療法専門医のために－(改訂第 5 版),  

日本臨床腫瘍学会編, （全 872）、南江堂; 2018 年 07 月 30 日 

 

32. 木村礼子、佐治重衡 

第２章 乳癌 術後・転移・再発：Tamoxifen  

エビデンスに基づいた癌化学療法ハンドブック 2018、 

大津敦 総監修、246-248（全 1100）.メデイカルレビュー社;  2018 年 06 月 8 日 

 

33. 木村礼子、佐治重衡 

第２章 乳癌 術後・転移・再発： Exemestane 

エビデンスに基づいた癌化学療法ハンドブック 2018、 

大津敦 総監修、256-257（全 1100）.メデイカルレビュー社;  2018 年 06 月 8 日 

 

34. 木村礼子、佐治重衡 
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大津敦 総監修、267-268（全 1100）.メデイカルレビュー社;  2018 年 06 月 8 日 
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乳癌診療ガイドライン ①治療編 2018 年版 
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乳癌診療ガイドライン ②疫学・診断編 2018 年版 
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増田慎三 編、（全 424）メデイカルレビュー社、19-23; 2017 年 09 月 11 日. 

 

39. 河口浩介、佐治重衡 

乳がんの治療 内分泌療法 

乳がん患者ケアパーフェクトブック、阿部恭子、矢形寛 編、（全 368）学研メデイカル秀潤社、116-129;  2017 年

08 月 10 日. 
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乳腺 CQ3 

小児、思春期、若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2017 年版 
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チームで学ぶ女性がん患者のための ホルモンマネージメント（全 296） 

篠原出版; 2017 年 07 月 20 日. 

 

42. 佐治重衡 

分子標的薬の進步 2016〜2017 

これからの乳癌診療 2017-2018、園尾博司監修、福田護・池田正・佐伯俊昭・鹿間直人編、38-43（全 174）、金原出

版、2017 年 07 月 15 日. 
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乳癌 術後・転移・再発：Tamoxifen 
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メデイカルレビュー社;  2017 年 06 月.  ISBN 978-4-7792-1899-6 

 

44. 木村礼子、佐治重衡 

乳癌 術後・転移・再発：Exemestane 

エビデンスに基づいた癌化学療法ハンドブック 2017、大津敦 総監修、246-247（全 1020）, 

メデイカルレビュー社;  2017 年 06 月. 
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乳癌 術後・転移・再発：Tamoxifen + LH-RH agonoist 療法 

エビデンスに基づいた癌化学療法ハンドブック 2017、大津敦 総監修、254-256（全 1020）, 

メデイカルレビュー社;  2017 年 06 月. 

 

46. 木村礼子、佐治重衡 

乳癌 術後・転移・再発：Exemestane + LH-RH agonoist 療法  

エビデンスに基づいた癌化学療法ハンドブック 2017、大津敦 総監修、257-258（全 1020）,  

メデイカルレビュー社; 2017 年 06 月. 

 

47. 野地秀義  

10 血液疾患 自己免疫性溶血性貧血. In: 福井次矢, 高木 誠, 小室一成 総編集.  
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今日の治療指針 2017 年版. 639-641（全 2096）、東京: 医学書院; 2017 年 01 月. ISBN 978-4-260-02808-0 
 

48. Shichishima Tsutomu, Noji Hideyoshi .Paroxysmal Nocturnal Hemoglobinuria From Bench to Bedside Yuzuru 
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薬がみえる vol.3 第 1 版、メデイックメデイア;  2016 年. 

 

50. 木村礼子、佐治重衡 

第Ⅱ章乳癌薬物療法の実際 分子標的治療―４ 臨床試験と実際の投与方法 ベバシズマブ 

オンコロジークリニカルガイド 乳癌薬物療法（第２版）,木下貴之,戸井雅和編, 296-303,南山堂; 2016 年 11 月 1

日. ISBN： 9784525424428 

 

51. 野地秀義、七島 勉 

第 5 章 血液科疾患の診療 A 赤血球系疾患 4. 発作性夜間ヘモグロビン尿症.  

血液科研修ノート, 永井良三総監修、神田善伸 責任編集, 238-242（全 560）, 診断と治療社;  2016 年 5 月 15 日.  

 

52. 佐々木栄作、佐治重衡 

G-2-1 ホルモン受容体陽性乳癌に対する治療戦略 

乳癌診療のための分子病理エッセンシャル, 津田均、木下貴之、田村研治編、195-205（全 304）、南山堂、; 2016

年 6 月 23 日. 

 

53. 佐治重衡 

2-2 B.原発乳癌 術後内分泌療法 

乳腺腫瘍学 第 2 版、日本乳癌学会編、228-236（全 400）、金原出版株式会社、2016 年 4 月 12 日. 

 

54. 佐々木栄作 

  CQ23 DS 療法(DTX+S-1)をどう使いこなすか？ 

  CQ24  weekly PTX 療法をどう使いこなすか？ 

  胃がん薬物療法 Q&A、佐藤温編、72-75（全 180）、ヴァンメディカル、 2015 年 12 月. ISBN 978-4-86092-120-0 
 

55. 佐々木栄作 

第 1 章抗がん剤の副作用と治療 ８．神経障害  

改訂版 がん化学療法副作用対策ハンドブック、岡元るみ子・佐々木常雄編、116-121（全 502）、羊土社; 2015 年

10 月 26 日. ISBN 978-4-7581-1782-1 
 

56. 佐々木栄作 

第 4 章レジメン別の副作用 ２．頭頚部がん 346-348（全 502） 

改訂版 がん化学療法副作用対策ハンドブック、岡元るみ子・佐々木常雄編、346-348（全 502）、羊土社; 2015 年

10 月 26 日. ISBN 978-4-7581-1782-1 
 

57. 山口絢音、佐治重衡 

  Ⅳ.A.2 術後ホルモン療法は何年間が適切か？ 

  EBM がん化学療法・分子標的治療法 2016-2017edition、西條長宏監修、 

朴成和、大江裕一郎、南博信、直江和樹編、中外医学社、338-343（全 714）; 2015 年 10 月. ISBN978-4-498-02260-7 
 

58. 澤木正孝、佐治重衡 

  22.乳癌 

  新臨床腫瘍学-がん薬物療法専門医のために-(改訂第 4 版)、 

日本臨床腫瘍学会編、362-373（全 760）、南江堂、 2015 年 07 月 22 日. 
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乳癌の分子生物学と mTOR 
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エベロリムスによる乳癌治療の新展開、野口眞三郎編、30-37（全 144）、メデイカルレビュー社、2014 年 6 月 20 日. 

ISBN 978-4-7792-1231-4 
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マーカーの可能性としてのヒト白血球抗原（HLA）型（臓器横断プログラム 1：MO24-3） 
第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会 （JSMO2024）, 名古屋（Web）、2024 年 02 月 23 日 (22-24) 
 

16. 木村礼子, 佐々木栄作, 名取穣, 徳田恵美, 及川雅啓,佐治重衡.  
A case of Takotsubo cardiomyopathy during Lenvatinib treatment for papillary thyroid cancer（ケースレポート：P74-9） 
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irAE 下垂体不全の発症４年経過後に下垂体機能評価を行った乳癌の 1 例（ケースレポート：P95-6） 
第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会 （JSMO2024）, 名古屋（Web）、2024 年 02 月 23 日 (22-24) 
 

18. 野村長久, 福間佑菜, 大谷彰一郎, 河合賢朗, 尾崎慎治, 岡村仁, 高松潔, 新井正美, 岩崎基, 山本精一郎, 岩田広治, 佐治重

衡. 
低用量のアルコール摂取習慣が乳癌患者へ及ぼす影響について（ポスター：PO241-1） 
第 31 回日本乳癌学会学術総会, 2023 年 07 月 01 日（6/29-7/1）, 横浜 
 

19. 三野瞳美, 谷口加寿子, 吉本由哉, 佐治重衡. 
Treatment patterns, healthcare resource utilization, and outcomes for early stage TNBC in Japan（ポスター：PO254-3） 
第 31 回日本乳癌学会学術総会, 2023 年 07 月 01 日（6/29-7/1）, 横浜 
 

20. 冨口麻衣, 川口英俊, 山本豊, 佐治重衡, 増田慎三, 中山貴寛, 青儀健二郎, 阿南敬生, 大谷彰一郎, 金子耕司, 徳永えり子, 
中村清吾, 長谷川善枝, 服部正也, 藤澤知巳, 森田智視, 山口美樹, 山下年成, 戸井雅和, 大野真司. 
ER 陽性/HER 陰性進行再発乳癌に対する酢酸メドロキシプロゲ ステロンの有効性に関する検討(ポスター：PO256-5) 
第 31 回日本乳癌学会学術総会, 2023 年 07 月 01 日（6/29-7/1）, 横浜 
 

21. 森田翠, 下村昭彦, 樋口徹, 徳田恵美, 堀本義哉, 石塚由美子, 小島勇貴, 関根克敏, 尾林紗弥香, 河村雪乃, 阪口晃一, 直居

靖人. 
高齢者乳癌における乳房温存術後全乳房照射の意義 ―多施設共同後方視研究―（ポスター：PO250-5） 
第 31 回日本乳癌学会学術総会, 2023 年 07 月 01 日（6/29-7/1）, 横浜 
 

22. 佐治重衡, 森田智視.  
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日本乳癌学会におけるビッグデータサイエンスの方向性(委員会企画 将来検討委員会) 
第 31 回日本乳癌学会学術総会, 2023 年 06 月 29 日（6/29-7/1）, 横浜 
 

23. 安立弥生, 麻賀創太, 隈丸拓, 相良安昭, 新倉直樹, 神野浩光, 佐治重衡, 戸井雅和. 
NCD 乳癌登録を用いた Invasive lobular carcinoma のサブタイプ別の予後に関する研究（委員会企画 登録・データサ

イエンス委員会） 
第 31 回日本乳癌学会学術総会, 2023 年 06 月 29 日（6/29-7/1）, 横浜 
 

24. 髙田正泰, 佐治重衡, 上野貴之, 増田慎三, 石黒洋, 石田孝宣, 佐伯俊昭, 大野真司, 岩田広治, 杉江知治, 青儀健二郎, 松山

裕, 戸井雅和. 
Updated survival outcomes of the POTENT trial of adjuvant S-1 and endocrine therapy in ER+/HER2- EBC（厳選口演：OS5-
1） 
第 31 回日本乳癌学会学術総会, 2023 年 06 月 29 日（6/29-7/1）, 横浜 
 

25. 池添祐貴, 添田周, 及川雅啓, 名取穣, 加藤麻美, 岡部慈子, 三浦秀樹, 佐藤哲, 加茂矩士, 木村礼子, 古川茂宜, 渡邉尚文, 鈴
木博志, 佐治重衡, 藤森敬也 
Pembrolizumab 投与後に心筋炎を発症した、血管周囲性類上皮細胞腫瘍の 1 例(一般口演：17) 
第 153 回東北連合産科婦人科学会総会・学術講演会、2023 年 06 月 17 日（17-18）、秋田 
 

26. 徳田恵美,  木村礼子,  岡野舞子, 赤間孝典, 門馬智之, 渡邉尚文. 
当院におけるがん遺伝子パネル検査にて PVPG を認めた症例への対応の現状とその課題（ポスター：P5-26） 
第 29 回日本遺伝性腫瘍学会、高知、2023 年 06 月 16 日～17 日 
 

27. Tokuda E、Tachibana K、Okano M、Kimura-Tsuchiya R、Noda M、Murakami Y、Hoshi N、Natori Y、Abe S、Iyoda T、
Sasaki E、Kuroda J、Ootake T、Saji S.（徳田恵美、立花和之進、岡野舞子、木村礼子、野田勝、村上祐子、星信大、

名取穣、阿部貞彦、伊與田友和、佐々木栄作、黒田純子、大竹徹、佐治重衡.） 
Endocrine toxicities associated with Immune Checkpoint Inhibitors in breast cancer patients in our hospital. (当院における乳癌

症例に対する免疫チェックポイント阻害薬投与に関連した内分泌障害についての検討）（PosterSession 67: P67-4） 
第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会、福岡（Web）、2023 年 03 月 18 日（16-18） 
 

28. Izumi K、Iyoda T、Yokota A、Higuchi K、Sasaki E、Saji S.（和泉啓司郎、伊與田友和、横田敦子、樋口和枝、佐々木

栄作、佐治重衡.） 
usefulness of Urine dipstick test in the management of adverse events associated with immune checkpoint inhibitors. (免疫チェ

ックポイント阻害薬に関連した有害事象管理における尿試験紙の有用性）（Mini Oral Session 45: MO45-2） 
第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会、福岡（Web）、2023 年 03 月 17 日（16-18） 
 

29. Kimura-Tsuchiya R、Saito M、Goto A、Suzuki R、Tokuda E、Watanabe T、Sano H、Saji S.（木村礼子、齋藤元伸、後

藤杏奈、鈴木玲、徳田恵美、渡邉尚文、佐野秀樹、佐治重衡.） 
The usefulness of pre-order medical record checking for the insurance civered Comprehensive Genomic Profiling test. （当院に

おけるがん遺伝子パネル検査前カルテ診の有用性について）（Poster Session 8：P8-1） 
第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会、福岡（Web）、2023 年 03 月 16 日（16-18） 
 

30. Shigehira Saji 
Clinical trials in focus：Featured Clinical Trials ④： 
Best of SABCS 2022 in Kyoto、京都（Web）、2023 年 01 月 14 日（14-15） 
 

31. 下村昭彦, 相良安昭, Hwang Jason, 服部可奈, 猪又兵衛, 佐治重衡 
HER2 陰性再発リスクの高い早期乳癌におけるアンスラサイクリン・タキサンの治療実態(一般口演：O31-1) 
第 60 回日本癌治療学会学術集会、神戸、2022 年 10 月 21 日（20-22) 
 

32. 山本佳宏 福山啓太, 金井雅史, 近藤知大, 吉岡正博, 高忠之, グェン・クィーファム , 木村礼子, 山田崇弘, 松本繁巳, 小杉

眞司, 武藤学 

腫瘍組織検査とリキッドバイオプシーにおける生殖細胞系列バリアントの検証シーケンス(一般口演：O56-6) 
第 60 回日本癌治療学会学術集会、神戸、2022 年 10 月 22 日（20-22) 
 

33. 吉田美香子, 北島由菜, 金澤麻衣子, 石田孝宣, 佐治重衡, 大竹徹, 小島祥敬, 佐藤冨美子, 川尻舞衣子, 武石陽子, 中村康香, 
吉沢豊予子. 

乳がん内分泌療法中の女性における閉経関連尿路生殖器症候群の実態（一般演題：O4-2） 
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第 24 回日本女性骨盤底医学会、さいたま、2022 年 07 月 02 日（2-3) 
 

34. 相良安昭, 新倉直樹, 佐治重衡, 隈丸拓, 中村翔俉,  徳永えり子, 長谷川善枝, 柴田伸弘, 川口英俊, 小林心, 高島勉 , 高田正

泰, 細田充主, 宮下穣, 増田慎三. 
日本国内における進行・再発乳癌患者レジストリ構築-Advanced Breast Cancer Database プロジェクト（厳選口演：

OS10-3） 
第 30 回日本乳癌学会学術総会 , 横浜+オンデマンド配信, 2022 年 07 月 01 日（1-3） 
 

35. 土井原博義, 有賀智之, 柳田康弘, 石田孝宣, 山下年成 , 上原協 , 太良哲彦 , 鶴谷純司, 山口裕介, 原優衣,  佐治重衡. 
乳癌補助療法における自動投与デバイスによるペグフィルグラ スチム投与の安全性評価試験（第Ⅰ相試験）（ポスタ

ーディスカッション：PD5-4） 
第 30 回日本乳癌学会学術総会 , 横浜+オンデマンド配信, 2022 年 06 月 30 日～08 月 31 日 
 

36. 石塚由美子, 堀本義哉, 森田翠, 河村雪乃, 関根克敏, 尾林紗弥香, 小島勇貴, 徳田恵美, 樋口徹 , 下村昭彦. 
高齢者乳癌患者の体型と病理学的因子および悪性度に関する検 討（e-Poster：EP20-14） 
第 30 回日本乳癌学会学術総会, 横浜+オンデマンド配信, 2022 年 06 月 30 日～08 月 31 日  
 

37. 名取穣, 佐々木栄作, 徳田恵美, 阿左見祐介, 須賀淳子, 木村礼子, 佐治重衡. 
HLA 遺伝子型を用いた免疫関連有害事象のナルコレプシー発症のリスク評価(ポスター) 
第 119 回日本内科学会総会・講演会、京都（ハイブリット開催）、2022 年 04 月 17 日（15-17） 
 

38. 氏家由起子, 佐藤美友紀, 大森あゆみ, 安 清江, 横江のり子, 佐藤幸子, 須賀淳子, 赤間孝典, 渡辺尚文, 斎藤元伸, 佐治重衡 
がんゲノム医療コーディネーター看護師の役割と課題（デジタルポスター：P17-91） 
第 36 回日本がん看護学会学術集会、横浜（WEB 開催）2022 年 02 月 19 日（19-20） 
 

39. 細貝太亮, 野村基雄, 玉置将司, 三谷洋介, 廣橋研志郎, 吉岡正博, 船越太郎, 横山顕礼, 松原淳一, 森由希子, 山田敦, 金井
雅史, 木村礼子, 松本繁巳, 武藤学. 
ニボルマブ 480mg 4 週ごとにおける安全性の検討（一般口演：MO37-6） 
第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会、Mini-Oral session 37、京都、2022 年 02 月 19 日 (17～19) 
 

40. 吉岡正博, 近藤知大, Pham Nguyen Quy, 木村礼子, 福山啓太, 金井雅史, 中島健, 山田崇弘, 松本繁巳, 武藤学. 
A proposal of efficient operation of expert panel for genomic medicine by pre-review meeting (pre-EP)（一般口演：MO15-5） 
第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会、Mini-Oral session 15、京都、2022 年 02 月 17 日(17～19) 

 
41. 名取穣, 須賀淳子, 徳田恵美, 立花和之進, 今井順一, 本間玲子, 阿左見祐介, 野田勝, 佐々木栄作, 渡邉慎哉, 大竹徹, 佐治

重衡. 
Ubiquitin ligase NEDD4 promotes degradation of estrogen receptor in breast cancer and affects prognosis. (Mini-Oral Session 
19:MO19-1） 
第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2022)、京都+オンデマンド配信(Web) 、2022 年 02 月 17 日 (17-19)  
 

42. 木村礼子, 金井雅史, 近藤知大, 福山啓太, 三谷洋介, 廣橋研志郎, 玉置将司, 吉岡正博, 船越太郎, 野村基雄, 菊池理, 横山
顕礼,松原淳一, 森由希子, 山田敦, 南口早智子, 山田崇弘, 中島健, 松本繁巳, 武藤学. 
Comprehensive genomic profiling using a liquid biopsy in patients with advanced solid tumors（ポスター：P38-2） 
第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会、Poster session 38-2、京都、2022 年 02 月 17 日～19 日 
 

43. 細貝太亮、野村基雄、玉置将司、三谷洋介、木村礼子、廣橋研志郎、吉岡正博、船越太郎、横山顕礼、松原淳一、森 由希

子、山田敦、金井雅史、松本繁巳、武藤学. 
ニボルマブ 240 ㎎ 2 週ごとから 480 ㎎ 4 週ごとへの変更における安全性の検討（一般公演：O54-7） 
第 59 回日本癌治療学会学術集会、横浜、2021 年 10 月 22 日 (21～23) 
 

44. Suga J, Saito M, Saji S. (須賀淳子、齋藤元伸、佐治重衡.) 
Evaluation of clinical usefulness of cancer genomic profiling tests at the cancer genomic medicine cooperative hospital.（がんゲ

ノム連携病院におけるがん遺伝子パネル検査の臨床的有用性の評価）（ポスター：P7-2-3） 
第 80 回日本癌学会学術総会、横浜、2021 年 09 月 30 日(09/30-10/02) 
 

45. 阿左見祐介, 津山尚宏, 阿部悠, 高橋美咲, 工藤健一, 深見美和, 太田明伸, Sivasundaram Kaman, 村松萌, 重村倫成, 笹谷め

ぐみ, 橋本優子, 佐治重衡, 神谷研二, 花村一朗, 池添隆之, 小野寺雅史, 坂井晃 
Study for exploring myeloma-initiating cell using normal B cell-derived iPS cells(正常 B リンパ球由来 iPS 細胞を用いた骨髄

腫起源細胞の探索) (Poster Session 1: PS-1-2) 
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第 83 回日本血液学会学術集会 、Wed、2021 年 09 月 23 日-25 日 
 

46. 植田康敬, 細川晃平, 石山謙, 高森弘之, 米村雄士, 小原直, 野地秀義, 松田貴久, 安藤潔, 七島勉, 池添隆之, 千葉滋, 二宮治

彦, 川口辰哉, 西村純一, 金倉譲, 中尾眞二. 
骨髄不全患者における、PNH 型血球割合と PNH 関連の臨床症状を経時的にみる観察研究(SUPREMACY) 中間解析

報告（セッション D-1） 
第 57 回日本補体学会学術集会 2021 年 09 月 11 日（10-11)：大阪、補体 58(1):50-51 
 

47. 高橋俊二、増田慎三、米盛 勧、井上賢一、中山貴寛、岩田広治、遠山竜也、山本 豊、高橋將人、大崎昭彦、佐治

重衡、相良安昭、Joyce O’Shaughnessy、大和田章一、Zhenhao Qi、Yang Qiu、大沼 宏、Om Sharma、 
A Phase 1/2 Study of Patritumab Deruxtecan (HER3-DXd; U3-1402) in Patients with HER3-Expressing MBC（厳選口演 3：
OS-3-3-1） 
第 29 回日本乳癌学会学術総会 、横浜+オンデマンド配信、2021 年 07 月 03 日（1-3）、 
 

48. 徳田恵美、佐々木駿太、坪井洸樹、豊澤大地、鈴木友菜、塚原美理、佐治重衡、林 慎一 
ER 発現が低下した内分泌療法耐性乳癌細胞の ER 発現を PI3K 阻害薬が再発現させる機序にｴﾋﾟｹﾞﾉﾑ変化が関与する

（厳選口演 8：OS-3-8-4） 
第 29 回日本乳癌学会学術総会 、横浜+オンデマンド配信、2021 年 07 月 03 日（1-3）、 
 

49. 塚原美理、鈴木友菜、豊澤大地、徳田恵美、丹羽俊文、林慎一 
ER 陽性治療耐性乳癌細胞株においてﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｼｸﾞﾅﾙは DNA 損傷と修復に関与する(ミニポスター発表 PO-1-10-6) 
第 29 回日本乳癌学会学術総会、横浜+オンデマンド配信、2021 年 07 月 03 日（1-3）、 
 

50. 河村雪乃、森田翠、樋口徹、徳田恵美、堀本義哉、尾林紗弥香、下村昭彦、関根克. 
Postoperative endocrine therapy for elderly patients could relate to overall survival or obesity（ミニポスター発表 PO-1-14-1） 
第 29 回日本乳癌学会学術総会、横浜+オンデマンド配信、2021 年 07 月 03 日（1-3）、 
 

51. 東條華子、岡野舞子、喜古雄一郎、後藤かおり、長塚美樹、松嵜正實、片方直人、橋本優子、佐治重衡、野水 整. 
良悪性の鑑別に難渋した乳腺悪性腺筋上皮腫の一例（e-ポスター: EP-16-8-3） 
第 29 回日本乳癌学会学術総会、横浜+オンデマンド配信、2021 年 07 月 01 日 -08 月 31 日、 
 

52. 徳田恵美, 遠藤雄大, 植田牧子, 赤間孝典, 門馬智之, 渡邉尚文.  
がん遺伝子パネル検査を契機に BRCA 遺伝子に病的バリアントが検出された 2 症例. 
第 27 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会、Web 開催(浦和)、2021 年 06 月 18 日-19 日 
 

53. 遠山竜也，山本豊, 岩田広治, 高橋將人, 吉波哲大, 上野貴之, 山中隆司, 高野利実, 柏葉匡寛, 増田慎三, 津川浩一郎, 長谷

川善枝, 田村研治, 多田寛, 平成人, 原文堅, 佐治重衡, 森田智視, 戸井雅和, 大野真司.  
PRECIOUS: Pertuzumab re-treatment for HER2-positive locally advanced/metastatic breast cancer (JBCRG-M05) 
(Encore]Presidential Session：PS2-3) 
第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2021)、Web、2021 年 02 月 20 日（18-21） 
 

54. 阿左見祐介，津山尚宏, 菅井美咲, 阿部悠, 工藤健一, 名取穣, 徳田恵美, 佐々木栄作, 村松萌, 橋本優子, 池添隆之, 坂井晃, 
佐治重衡. 
Research for onset mechanism of Multiple Myeloma. Can B cell-derived iPS cells redifferentiate into B cells? （  ポスター：

P14-4)、 
第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2021)、オンデマンド配信、2021 年 03 月 01 日～31 日 
 

55. 名取穣，佐々木栄作, 添田周, 古川茂宜, 阿左見祐介, 徳田恵美, 神林崇, 佐治重衡. 
免疫チェックポイント阻害薬によるナルコレプシー発症のリスク(ポスター：P32-4  ) 
第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2021)、オンデマンド配信、2021 年 03 月 01 日～31 日 
 

56. 徳田恵美，立花和之進, 山口明子, 福田冬馬, 阿左見祐介, 木村礼子, 佐々木栄作, 大竹徹, 佐治重衡. 
妊娠中に周術期化学療法を行った乳癌患者への多職種連携支援の重要性 (ポスター：P34-7  ) 
第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2021)、オンデマンド配信、2021 年 03 月 01 日～31 日 
 

57. 樋口和枝，熊倉寿江, 國分都, 菊地明日香, 下枝恵子, 馬場真由美, 柏倉富子, 守岡トシイ, 野地成子, 二丹玲子, 伊與田友

和, 金沢賢也, 佐治重衡 
大学病院外来化学療法センターにおける CSCA（災害医療実践）を取り入れた COVID-19 対策(ミニオーラル：MO6-
3) 
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第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2021)、Web、2021 年 02 月 20 日（18-21）、 
 

58. Dent R, Kim S, Oliveira M, Barrios C, O’Shaughnessy J, Isakoff SJ, Saji S, Freitas-Junior R, Philco M, Bondarenko I, Lian Q, 
Bradley D, Hinton H, Wongchenko MJ, Mani A, Turner N.  
Double-blind placebo (PBO)-controlled randomized phase III trial evaluating first-line ipatasertib (IPAT) combined with 
paclitaxel (PAC) forPIK3CA/AKT1/PTEN-altered locally advanced unresectable or metastatic triple-negative breast cancer 
(aTNBC): primary results from IPATunity130 Cohort A. (General Session：GS3-04).  
San Antonio Breast Cancer Symposium 2020, San Antonio (WEB), 2020 Dec 10 (8-11). 
 

59. Mittendorf EA, Harbeck N, Zhang H, Saji S, Jung KH, Patel S, Patel S, Duc AN, Liste-Hermoso M, Chui SY, Barrios CH.  
Patient-reported outcomes (PROs) from the Ph 3 IMpassion031 trial of neoadjuvant (NA) atezolizumab + chemo in early triple-
negative breast cancer (eTNBC). (General Session：GS3-02).  
San Antonio Breast Cancer Symposium 2020, San Antonio (WEB), 2020 Dec 10 (8-11). 
 

60. Mittendorf E, Harbeck N, Zhang H(A), Saji S, Jung KH, Patel S, Patel S, Duc AN, Liste-Hermoso M, Chui SY, Barrios CH. 
Patient-reported outcomes from the Phase III IMpassion031 trial of neoadjuvant atezolizumab + chemotherapy in early triple-
negative breast cancer. (Spotlight Poster Discussion：PD12-11).  
San Antonio Breast Cancer Symposium 2020, San Antonio (WEB), 2020 Dec 11 (8-11). 
 

61. Yamamoto Y, Iwata H, Naruto T, Masuda N, Takahashi M, Yoshinami T, Ueno T, Toyama T, Yamanaka T, Takano T, 
Kashiwaba M, Tsugawa K, Hasegawa Y, Tamura K, Tada H, Hara F, Saji S, Morita S, Toi M, Ohno S, Japan Breast Cancer 
Research Group.  A randomized, open-label, phase III trial of pertuzumab re-treatment in HER2-positive, locally 
advanced/metastatic breast cancer patients previously treated with pertuzumab, trastuzumab, and chemotherapy: The Japan Breast 
Cancer Research Group-M05 (PRECIOUS) study. (Spotlight Poster Discussion：PD3-11). San Antonio Breast Cancer 
Symposium 2020, San Antonio (WEB), 2020 Dec 9 (8-11). 
 

62. Krop I, Yonemori K, Takahashi S, Inoue K, Nakayama T, Iwata H, Toyama T, Yamamoto Y, Takahashi M, Osaki A, Saji S, 
Sagara Y, O’Shaughnessy J, Traina T, Ohwada S, Qi Z, Qiu Y, Onuma H, Sharma O, Mekan S, Masuda N.   
Safety and efficacy results from the phase 1/2 study of U3-1402, a human epidermal growth factor receptor 3 (HER3)-directed 
antibody drug conjugate (ADC), in patients with HER3-expressing metastatic breast cancer (MBC). (Spotlight Poster 
Discussion：PD1-09).  
San Antonio Breast Cancer Symposium 2020, San Antonio (WEB), 2020 Dec 9 (8-11). 
 

63. Rugo H, Llombart-Cussac A, Andre F, Robson ME, Saji S, Harbeck N, Schmid P, Cescon D, Ahn JS, Nanda R, Fan L, Mejia JA, 
Karantza V, Bardia A.  
KEYLYNK-009: A phase 2/3, open-label, randomized study of pembrolizumab plus olaparib vs pembrolizumab plus 
chemotherapy after induction with first-line pembrolizumab plus chemotherapy in patients with locally recurrent inoperable or 
metastatic triple-negative breast cancer (TNBC). (Ongoing Trials Posters：OT-30-01). 
 San Antonio Breast Cancer Symposium 2020, San Antonio (WEB), 2020 Dec 9 (8-11). 
 

64. Savage H, Lin W, Oliveira M, Barrios C, O’Shaughnessy J, Turner N, Dent R, Isakoff SJ, Saji S, Lian Q, Bradley D, Reilly S-J, 
Hinton H, Wongchenko MJ, Mani A, Kim S-B. Prospective testing for PIK3CA/AKT1/PTEN alterations in tumor tissue from 
1440 patients with advanced hormone receptor-positive HER2-negative breast cancer (HR+/HER2- BC) or triple-negative breast 
cancer (TNBC) screened for the IPATunity130 randomized phase 3 trial. (Poster Session：PS5-06). San Antonio Breast Cancer 
Symposium 2020, San Antonio (WEB), 2020 Dec 9 (8-11). 
 

65. Saji S. 
 Invited Discussant abstracts 2MO, LBA1, 47MO and 48MO (Mini oral session on Breast cancer. ：ID 1072).  
ESMO asia 2020. Virtual, Republic of Singapore. 2020 Nov 20 (20-23). 
 

66. Saji S, Mittendorf E, Harbeck N, Zhang H, Barrios C.H, Hegg R, Koehler A, Sohn J, Iwata H, Telli M, Ferrario C, Punie K, 
Penault Llorca F, Patel1 S, Nguyen Duc A, Liste Hermoso M, Maiya V, Molinero L, Chui S, Jung K.H.  
3MO - IMpassion031: Results from a phase III study of neoadjuvant (neoadj) atezolizumab &#x2b; chemo in early triple-negative 
breast cancer (TNBC) (Mini oral session on Breast cancer ：ID 512).  
ESMO asia 2020. Virtual, Republic of Singapore. 2020 Nov 20 (20-23). 
 

67. Saji S. 
68TiP: KEYLYNK-009:A phase II/III, open-label, randomized study of pembrolizumab (pembro) + olaparib (ola) vs pembro + 
chemotherapy after induction with first-line (1L) pembro + chemo in patients (pts) with locally recurrent inoperable or metastatic 
TNBC. (e-Poster Display Session.：ID 515) 
 ESMO asia 2020. Virtual, Republic of Singapore. 2020 Nov 20 (20-23). 
 

68. Azami Y, Sugai M, Tsuyama N, Abe Y, Muramatsu M, Shigemura T, Hashimoto Y, Ikezoe T, Saji S, Sakai A. 
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Differentiation of blood cells from human fibroblast-derived induced pluripotent stem cells. 
(ヒト線維芽細胞由来 iPS 細胞からの血球分化誘導)（Poster Session 1 「造血制御・iPS 細胞」 (PS-1).） 
第 82 回日本血液学会学術集会 、Virtual 開催、2020 年 10 月 09 日-11 日. 
 

69. 平田公一、神野浩光、柴田亜希子、佐治重衡、及能依子、上田佳奈、斎藤慶太、九冨五郎、鶴間哲弘、竹政伊知朗、

井本滋  
乳がん登録を利用した研究の現状と展望、（登録委員会報告） 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 09 日-18 日 
 

70. 大谷彰一郎、佐治重衡、長谷川善枝、藤澤知巳、柏葉匡寛、石田孝宣、山本豊、石川孝、永井成勲、芳林浩史、松本

光史、相良安昭、北田正博、高野利美、髙田正泰、増田慎三、平成人、森田智視、大野真司、戸井雅和.  
進行乳癌に対する wPTX+BV 導入療法後のホルモン維持療法の有用性; JBCRG BOOSTER 試験(A randomized P2 study 
evaluating efficacy of maintenance endocrine therapy following PTX+Bev in ABC) (厳選口演：OR-06-2)  
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 09 日-18 日 
 

71.  杉江知治、井本滋、石田孝宣、伊藤良則、岩田広治、増田慎三、向井博文、佐治重衡、清水章、池田隆文、芳賀博典、

佐伯俊昭、青儀健二郎、上野貴之、木下貴之、甲斐裕一郎、北田正博、大橋靖雄、大野真司、戸井雅和. 
 ホルモン受容体陽性乳癌の術後内分泌療法における S-1 の併用効果（POTENT 試験）(Addition of S-1 to adjuvant 
endocrine therapy for women with hormone receptor-positive breast cancer) (厳選口演：OR-08-1)  
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 09 日-18 日  
 

72. 四元大輔、隈丸拓、宮田裕章、新倉直樹、神林智寿子、岩田広治、津田均、山本豊、青儀健二郎、久保真、田村研治、

林直輝、宮下穣、角舎学行、神野浩光、佐治重衡、戸井雅和、井本滋、相良安昭.  
NCD 乳癌登録を用いた非浸潤性乳管癌に対する外科治療および乳房温存術後の補助療法に影響する因子の検討(Trend 
in adjuvant therapy after breast-conserving surgery for DCIS using National Clinical Database) (厳選口演：OR-10-2) 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 09 日-18 日 
 

73. 村上祐子、杉本幸太郎、阿部貞彦、星信大、野田勝、立花和之進、阿部宣子、佐治重衡、千葉英樹、大竹徹. 
 CLDN4 の乳癌悪性形質増強機構の解明(Functional analysis of CLDN4)  (ポスター：P-14-26)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 
 

74. 塚原美理、小松隆幸、徳田恵美、林慎一.  
各種 ER 陽性治療耐性モデル細胞株に対する Akt 阻害剤 Ipatasertib の有効性 Efficacy of Akt inhibitor Ipatasertib on 
various treatment-resistant model cells of ER positive BC. (ポスター：P-14-33)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 

 
75. 徳田恵美、佐々木駿太、坪井洸樹、佐藤祐太、豊澤大地、飯田雅史、丹羽俊文、佐治重衡、林慎一.  

内分泌療法耐性乳癌細胞株の抗エストロゲン薬の感受性は PI3K 経路阻害薬により回復できる(PI3K inhibitors restored 
the sensitivity to antiestrogen drugs in endocrine therapy resistant cells) (ポスター：P-14-50)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 
 

76. 松嵜正實、片方直人、長塚美樹、岡野舞子、野水整、二瓶光博、橋本優子、佐治重衡.  
乳癌における術前抗がん剤治療後の病理学的形質転換症例の検討(Examination of pathological transformation cases after 
preoperative chemotherapy in breast cancer) (ポスター：P-19-23)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 
 

77. 森田翠、下村昭彦、樋口徹、徳田恵美、堀本義哉、関根克敏、河村雪乃、尾林紗弥香、田口哲也. 
高齢者乳癌における周術期化学療法の意義に関する後方視研究:多施設共同研究. A retrospective study on the significance 
of perioperative chemotherapy for elderly patients. (ポスター：P-22-66)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 

 
78. 金子耕司、川口英俊、増田慎三、中山貴寛、青儀健二郎、阿南敬生、伊藤良則、大谷彰一郞、佐治重衡、徳永えり子、

中村清吾、長谷川善枝、藤澤知巳、山口美樹、山下年成、山本豊、森田智視、戸井雅和、大野真司.  
大規模コホート研究からの閉経後 ER 陽性進行・再発乳癌における OS に関与する因子の検討（JBCRG-C06: Safari）
(Factors associated with prolonged OS in postmenopausal ER-positive advanced breast cancer patients) (ポスター：P-22-70)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 
 

79. 片方直人、松嵜正實、長塚美樹、岡野舞子、大河内千代、野水整、二瓶光博、佐治重衡.  



30 

 

CDK4/6 阻害薬を使用した進行再発乳癌 30 例の治療成績(Clinical results of 30 metastatic breast cancer cases treated with 
CDK4/6 inhibitor) (ポスター：P-22-140)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 
 

80. 中山貴寛、川口英俊、増田慎三、青儀健二郎、阿南敬生、伊藤良則、大谷彰一郎、金子耕司、佐治重衡、徳永えり子、

中村清吾、長谷川善枝、藤澤知巳、山口美樹、山下年成、山本豊、森田智視、戸井雅和、大野真司.  
術後内分泌療法が ER+HER2-進行再発乳癌の内分泌療法に及ぼす影響:JBCRG-C06 サブ解析(Influence of the adjuvant 
endocrine therapy on endocrine sensitivity of the advanced breast cancer) (ポスター：P-22-168)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 
 

81. 増山美里、川口英俊、増田慎三、中山貴寛、青儀健二郎、阿南敬生、伊藤良則、大谷彰一郎、金子耕司、佐治重衡、

徳永えり子、中村清吾、長谷川善枝、藤澤知巳、山口美樹、山下年成、山本豊、森田智視、戸井雅和、大野真司.  
ホルモン陽性 HER2 陽性進行再発乳癌におけるフルベストラントの治療成績（JBCRG-C06 Safari 試験）の検討

(Outcomes of fulvestrant treatment in ER-positive HER2-positive advanced or metastatic breast cancer) (ポスター：P-24-10)、 
第 28 回日本乳癌学会学術総会、Web、2020 年 10 月 14 日-15 日(09-18) 

 
82. Tsuda H, Kurosumi M, Akiyama F,  Ohno S, Masuda N, Saji S, himomura A, Sato N, Takao S, Ohsumi S, Tokuda Y, Inaji H, 

Watanabe T, Ohashi Y. (津田均、黒住昌史、秋山太、大野真司、増田慎三、佐治重衡、下村昭彦、佐藤信昭、高尾信太

郎、大住省三、徳田裕、稲治英生、渡辺亨、大橋靖雄. ) 
Histopathological nuclear grading system for high-risk nodenegativeinvasive breast cancer in the NSAS-BC-01 trial. (NSAS-BC-
01 研究におけるリンパ節転移なし浸潤性乳癌ハイリスク群の組織病理学的核グレーディングシステムの検証.)  
第 79 回日本癌学会学術総会(The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association.)（Live / On Demand） (ポスタ

ー：PJ14-14-6)：広島、2020 年 10 月 01 日-03 日 
 

83. 村上祐子, 杉本幸太郎, 阿部貞彦, 野田勝, 岡野舞子, 立花和之進, 阿部宣子, 吉田清香, 佐治重衡, 千葉英樹, 大竹徹 
乳癌における CLDN4 発現の分子生物学的検討（デジタルポスター：DP-016-3） 
第 120 回日本外科学会定期学術集会（Web）、横浜、2020 年 08 月 13 日（13-15) 
 

84. 斎藤優美, 松浦範子, 菅野信子, 本多通孝, 河村英恭, 河野浩二, 佐瀬善一郎, 佐治重衡. 
当院の大腸癌 IV 期の院内がん登録データの精度管理. (セッション２:O-B-1) 
日本がん登録協議会第 28 回学術集会: 札幌:2020 年 06 月 20 日(19-21) 
 

85. 河村英恭, 本多通孝, 神賀貴大, 滝口光一, 岩尾年康, 山崎繁, 武藤淳, 山下直行, 白相悟, 河野浩二, 佐治重衡. 
福島県におけるステージ IV 期大腸癌の実態調査 院内がん登録と診療録の統合データの利用.（ポスター：P-B-33）  
日本がん登録協議会第 28 回学術集会（最優秀ポスター賞）: 札幌:2020 年 06 月 21 日(19-21) 
 

86. 菅野久美, 樋口和枝, 國分都, 菊地明日香, 下枝恵子, 小泉真衣, 尾形優子, 金沢賢也, 佐治重衡.  
外来化学療法を受ける患者の心身の状態と看護実践 改訂版問診票の調査より（ポスター：P22-191） 
第 34 回日本がん看護学会学術集会、東京、2020 年 02 月 22 日  (22-23) 
 

87. Toi M, Imoto S, Ishida T, Ito Y, Iwata H, Masuda N, Mukai H, Saji S, Shimizu A, Ikeda T, Haga H, Saeki T, Aogi K, Sugie T, 
Ueno T, Kinoshita T, Kai Y, Kitada M, Sato Y, Jimbo K, Sato N, Ishiguro H, Takada M, Ohashi Y and Ohno S. 
Addition of S-1 to endocrine therapy in the post-operative adjuvant treatment of hormone receptor-positive and human epidermal 
growth factor receptor 2-negative primary breast cancer: A multicenter, open-label, phase 3 randomized trial (POTENT trial) 
(GS1-09,) 
San Antonio Breast Cancer Symposium, San Antonio TX, 2019 Dec 11 (10-14). 
 

88. Iwatani T, Hara F, Iwata H, Shien T, Hojo T, Sagara Y, Masuda N, Takahashi M, Saji S, Fujisawa T, Kondo N and Shimomura A.  
Estimation of willingness-to-pay for breast cancer treatments through contingent valuation method in Japanese breast cancer 
patients (JCOG1709A). (一般口演：OT3-13-01) 
San Antonio Breast Cancer Symposium, San Antonio TX, 2019 Dec 13 (10-14). 
 

89. Kobayashi K, Niikura N, Saji S, Iwamoto T, Iwakuma N, Kikawa Y, Masuda N, Watanabe K, Takeshita T, Oba M and Ohno S. 
Fulvestrant with additional palbociclib in advanced or metastatic hormone receptor-positive HER2-negative breast cancer after 
progression to fulvestrant monotherapy: JBCRG- M07 (FUTURE trial). (一般口演：OT2-02-07) 
San Antonio Breast Cancer Symposium, San Antonio TX, 2019 Dec 12 (10-14). 
 

90. Krop I, Masuda N, Kogawa T, Takahashi S, Yonemori K, Inoue K, Nakayama T Yamamoto Y, Alvarez R, Toyama T, OsakI A, 
Takahashi M, O'Shaughnessy J, Sagara Y, Saji S, Kaklamani V, Oh S Y, Gradishar W, Haley B, Tsutomu T, Traina T, Ueno N, 
Isakoff S, Ohwada S, Tanaka Y, Mekan S, Onuma H, Sharma O and Iwata H.  
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Phase 1/2 first-in-human study of U3-1402, an anti-human epidermal growth factor receptor 3 (HER3) antibody-drug conjugate, 
in HER3-expressing advanced/unresectable or metastatic breast cancer, including those with triple negative breast cancer (TNBC) 
or HER3-low disease.( 一般口演：OT1-07-06) 
San Antonio Breast Cancer Symposium, San Antonio TX, 2019 Dec 11 (10-14). 
 

91. Tokuda E, Sasaki S, Tsuboi K, Iida M, Niwa T, Saji S and Hayashi SI.  
PI3K inhibitors restored the sensitivity to anti-estrogen drugs in endocrine therapy resistant cell lines.( ポスター：P6-04-26) 
San Antonio Breast Cancer Symposium, San Antonio TX, 2019 Dec 14 (10-14). 
 

92. Nakayama T, Kawaguchi H, Masuda N, Aogi K, Anan K, Ito Y, Ohtani S, Sato N, Saji S, Takano T, Tokunaga E, Nakamura S, 
Hasegawa Y, Hattori M, Fujisawa T, Morita S, Yamaguchi M, Yamashita H, Yamashita T, Yamamoto Y, Yotsumoto D, Toi M 
and Ohno S. 
Influence of the adjuvant hormonal therapy on hormone sensitivity and survival outcomes in ER+ and HER2−advanced breast 
cancer: A subgroup analysis of the JBCRG-C06 Safari study. （ポスター：P5-11-11,） 
San Antonio Breast Cancer Symposium, San Antonio TX, 2019 Dec 13 (10-14). 
 

93. Hagi M, Kawaguchi H, Masuda N, Saji S, Yamamoto Y, Nakayama T, Aogi K, Anan K, Ito Y, Ohtani S, Sato N, Takano T, 
Tokunaga E, Nakamura S, Hasegawa Y, Hattori M, Fujisawa T, Yamaguchi M, Yamashita H, Yamashita T, Yotsumoto D, Morita 
S, Toi M and Ohno S.  
Outcomes of fulvestrant therapy among Japanese women with ER-positive HER2-positive advanced or metastatic breast cancer: 
A subgroup analysis of the JBCRG-C06 safari study. （ポスター：P5-11-13） 
San Antonio Breast Cancer Symposium, San Antonio TX, 2019 Dec 13 (10-14). 
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bevacizumab following fixed cycles of bevacizumab plus paclitaxel in advanced/metastatic ER-positive HER2-negative breast 
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当院における高齢者 HER2 陽性進行再発乳癌に対する T-DM1 療法の忍容性に関する検討（ポスター：P2-131） 
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早苗, 大里洋一, 寺崎史浩, 山上睦実, 二村学, 佐治重衡, Ueno NT 
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院内がん登録データ分析結果から見た当院における胃癌診療の特徴. （ポスター：P-8-1） 
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当院の骨髄異形成症候群における後方視的検討（S180） 

第 19 回日本検査血液学会学術集会 、大宮、2018 年 07 月 22 日 

 

123. 野田勝, 阿部宣子, 作山美郷, 仲野宏, 星信大, 村上祐子, 岡野舞子, 立花和之進, 吉田清香, 佐治重衡, 大竹徹 

アロマターゼ阻害薬耐性進行・再発乳癌に対する治療選択（ポスター） 

第 26 回日本乳癌学会総会、京都、2018 年 05 月 18 日 
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乳癌における Claudin-4 高発現の臨床病理学的意義（ポスター） 
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125. 木曾末厘乃, 田中直, 佐治重衡, 戸井雅和, 佐藤史顕 

VEGF/NRP1 シグナルは乳癌細胞における filopodia 形成と migration を促進する 

第 26 回日本乳癌学会総会、京都、2018 年 05 月 16 日～18 日 
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129. 佐治重衡, 木村礼子, 佐々木栄作, 野地秀義 

「それぞれの癌」最善の治療とは?乳癌 薬物療法と手術療法の将来 Stage 0 乳癌に対する薬物療法の将来（パネル
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継続的な CT 検査による染色体異常形成数の累積性の検討（Page146） 

第 60 回日本放射線影響学会大会講演要旨集 、千葉、2017 年 10 月 25 日-28 日 

 

131. 須賀淳子, 田中伸幸, 佐治重衡 

乳癌細胞における HER3 分解調節機構には ER が関与する(英語)( Page J-2046（p147）) 

第 76 回日本癌学会総会、2017 年 09 月 30 日. 
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オキサリプラチン投与による血管痛に対するキンカンⓇの改善効果の検討.( ポスター) 

 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会、神戸、2017 年 07 月 29 日. 

 

133. 木村礼子, 佐々木栄作, 野地秀義, 大河内千代, 岩舘 学, 鈴木 聡, 中村 泉, 鈴木眞一, 佐治重衡.  

当院におけるレンバチニブの使用経験. (ポスター) 

第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会、神戸、2017 年 07 月 29 日 

   

134. 新倉直樹, 扇屋りん, 熊木伸枝, 八十島宏行, 岩朝 勤, 神林智寿子, 大下内理紗, 常泉道子, 渡邊健一, 松井 哲, 

藤澤知巳, 佐治重衡, 徳田 裕, 増田慎三, 岩田広治.  

乳癌における原発腫瘍と脳転移腫瘍の免疫微小環境の変化. （厳選口演） 

第 25 回日本乳癌学会学術総会、福岡、2017 年 07 月 14 日（13-15）  
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ホルモン陽性乳がん細胞におけるエストロゲン刺激は HER3 分解に関与する(ポスターGP-2-31-01) 
第 25 回日本乳癌学会学術総会、福岡、2017 年 07 月 14 日、 Page555; 
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From ER to ER, History and future of hormone dependent breast cancer research.  

International Cancer Research Symposium 2017、東京、2017 年 02 月 17 日-18 日. 
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Chiba Shigeru, Kawaguchi Tatsuya, Kanakura Yuzuru, Nakao Shinji.  
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同種造血幹細胞移植におけるボリコナゾールおよびキャンディン系抗真菌薬予防投与の有効性に関する後方視的解析.  
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141. Noji Hideyoshi, Murai Kazunori, Kameoka Junichi, Ito Shigeki, Yasushi Onishi, Takada Kohichi, Saito 
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〔シンポジウム〕 

 

1. 渡邊知映、清水千佳子、桜井なおみ、松本恵、佐治重衡、長谷川善枝、亀井義明、木川雄一郎、武石優子、増田慎三. 
進行・再発乳癌の地域ギャップと治療環境改善を目的としたチーム養成ワークショップの開発（TEPPICH-ABC）
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14. Saji S, Tokuda E, Sasaki E.( 佐治重衡、徳田恵美、佐々木栄作.) Prospects of Immunotherapy for Breast 

Cancer. The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association. （乳がん微小環境の特性と全身性応答、

新しい治療展開 乳癌に対する免疫療法の新たな展開.） (腫瘍別シンポジウム: SST2-9) 

第 79 回日本癌学会学術総会、広島（WEB+現地ハイブリッド）、 2020 年 10 月 01 日（1-3) 、 

 

15. 河村英恭, 本多通孝, 滝口光一, 神賀貴大, 斎藤賢将, 山崎繁, 武藤淳, 白相悟, 山下直行, 岩尾年康, 佐治重衡, 河野浩二 
遠隔転移を伴う大腸癌に対する集学的治療の実際 遠隔臓器切除不能 Stage IV 大腸癌における原発切除の予後延長効

果 多施設共同過去起点コホート研究(ワークショップ:WS-9-8) 
第 120 回日本外科学会定期学術集会、横浜（Web）、2020 年 08 月 14 日（13-15) 
 

16. 山田顕光, 隈丸拓, 宮田裕章, 中山可南子, 清水千佳子, 宮下美香, 本間尚子, 平成人, 遠藤格, 佐治重衡, 澤木正孝 
NCD データを用いた本邦における高齢者進行乳癌における局所治療の実態と予後(サージカルフォーラム:SF-025-4) 
第 120 回日本外科学会定期学術集会、横浜（Web）、2020 年 08 月 13 日（13-15) 
 

17. 佐治重衡.  

乳癌診療におけるリキッドバイオプシーの将来展望（シンポジウム５） 

第４回 liquid biopsy 研究会、 東京、2020 年 01 月 17 日(17-18 日) 

 

18. 佐治重衡, 徳田恵美, 佐々木栄作 

耐性を考慮した乳癌治療戦略 耐性機序を想定した乳癌ホルモン療法(臓器別シンポジウム: SY12-2) 

第 57 回日本癌治療学会学術集会：福岡、2019 年 10 月 25 日(24-26) 

 

19. 鈴木礼子, 佐治重衡, 堀部敬三, 清水千佳子 

乳がん患者の抱える栄養と運動についての課題 ~ AYA 世代を含むライフステージ別の視点から (JS-2-02-3 AYA が

んの医療と支援のあり方研究会 共催シンポジウム 2) 

第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 07 月 12 日  

 

20. 重松英朗, 藤澤知巳, 枝園忠彦, 増田慎三, 佐治重衡,  北條隆, 木下貴之, 田村研治, 新倉直樹, 神林知寿子, 近

藤直人, 原文堅, 吉村通央, 椋本宜学, 鹿間直人,  高橋侑子, 水谷友紀, 柴田大朗, 福田治彦, 岩田広治 

薬物療法が著効した HR 陰性 HER2 陽性乳癌に対する非切除療法 の有用性に関する単群検証的試験 (シンポジウム３: 

SY-1-03-3) 

第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 07 月 11 日  

 

21. 佐藤史顕, 植弘奈津恵, 佐治重衡, 戸井雅和 

リキッドバイオプシイ:ctDNA、CTC、microRNA など Circulating DNA に対するエピジェネティック解析の乳癌診断

への応用(シンポジウム) 

第 26 回日本乳癌学会総会 、京都、2018 年 05 月 18 日(16-18)  

 

22. 川口英俊、増田慎三、中山貴寛、青儀健二郎、阿南敬生、 伊藤良則、大谷彰一郎、佐藤信昭 、佐治重衡、徳永えり

子、 中村清吾、長谷川善枝、藤澤知巳、山口美樹、山下年成、 山本豊、森田智視、戸井雅和、大野真司 

大規模コホート研究からみた閉経後 ER 陽性転移・再発乳癌におけるフルベストラントの位置づけ (Safari 試験 ) 

（シンポジウム） 

第 26 回日本乳癌学会学術総会、京都、2018 年 05 月 16 日(16-18)  

 

23. 佐治重衡、木村礼子、佐々木栄作、野地秀義 

Stage 0 乳癌に対する薬物療法の将来(パネルディスカッション 8: PD8-1)  

第 55 回日本癌治療学会学術集会、横浜、2017 
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24. 神林智寿子, 増田慎三, 藤澤知巳, 井上賢一, 佐治重衡, 枝園忠彦, 原文堅, 北條隆, 北原英晃, 江場淳子, 福田治

彦, 岩田広治 

検診に関わる病理診断の問題点 DCIS に対する低侵襲(非切除)治療の可能性(ワークショップ 1 ：WS01-4.) 

第 27 回日本乳癌検診学会学術総会、2017 年 11 月 10 日(10-11) 
 

25. 神林智寿子, 増田慎三, 藤澤知巳, 井上賢一, 佐治重衡, 枝園忠彦, 原文堅, 北條隆, 田中希世, 水谷友紀, 福田治

彦, 岩田広治 

臨床試験から視た乳癌手術 臨床試験から視た DCIS 治療の現在と未来(シンポジウム：SY11-2) 
第 79 回日本臨床外科学会総会、東京都、2017 年 11 月 23 日-25 日 
 

26. Saji S. 
Introduction: Strategies to overcome endocrine resistance （ISY-24-1 インターナショナルシンポジウム） 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会、神戸、2016 年 07 月 29 日（28-30） 

 

27. Saji S, Kimura R, Sasaki E 
Overcoming endocrine therapy resistance in breast cancer, a cat and mouse game? （インターナショナルシン

ポジウム：ISY-4-2） 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会、神戸、2016 年 07 月 28 日（28-30） 

 

28. 神林智寿子, 増田慎三, 藤澤知巳, 井上賢一, 佐治重衡, 枝園忠彦, 原文堅, 北條隆, 北原英晃, 江場淳子, 福田治

彦, 岩田広治 

命にかかわらない乳癌をいかに見極められるか 低リスク DCIS に対する低侵襲(非切除)治療(ワークショップ: WS-

2-3-06) 

第 24 回日本乳癌学会総会 、東京、2016 年 06 月 17 日（16-18）  

 

29. 佐治重衡, 木村礼子, 佐々木栄作 

真の個別化医療を求めて Precision Medicine を目指す乳癌薬物療法の過去と未来(プレジデンシャルシンポジウム

PSY-1-1-3) 

第 24 回日本乳癌学会総会、東京、2016 年 06 月 16 日（16-18） 

 

30. 佐治重衡, 木村礼子.  

乳がん治療のゲノム個別化を促進する：乳がんにおけるゲノム網羅的解析・多遺伝子解析と内分泌療法個別化. (臓

器別シンポジウム 6：OS6-6) 

第 53 回日本癌治療学会学術集会、京都、2015 年 10 月 29 日. 

 

31. 尾崎章彦、坪倉正治、上昌広、森田知宏、加藤茂明、佐治重衡、野村周平、横田武尊、谷本哲也、塚田学、大平広道 

東日本大震災と福島第一原子力発電所事故による乳癌患者の受診行動への影響（ワークショップ WS88-4） 

第 53 回日本癌治療学会学術集会、京都、2015 年 10 月 29 日. 

 

32. 佐治重衡, 祝迫惠子.  

乳癌内分泌療法における耐性克服への挑戦：トランスレーショナルリサーチからの提言.(臓器別シンポジウム 11: 

OS11-2)  

第 52 回日本癌治療学会学術集会、横浜、2014 年 08 月 29 日 （28-30） 

 

33. 佐治重衡.  

乳癌内分泌療法における個別化：耐性メカニズムを指標とした個別化について. (合同シンポジウム) 

第 12 回日本臨床腫瘍学会学術集会、福岡、2014 年 07 月 19 日. 

 

34. 佐治重衡. 

術前ホルモン療法から何を学び今後どう使うのか.（シンポジウム）  

第 22 回日本乳癌学会学術総会、大阪、2014 年 07 月 10 日（10～12） 

 

35. 佐治重衡, 佐藤史顕, 戸井雅和.  

乳癌の臨床試験をめぐるトランスレーショナルリサーチの推進. (ジョイントシンポジウム) 

第 22 回日本乳癌学会学術総会、大阪、2014 年 07 月 10 日. 
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36. 佐治重衡, 祝迫惠子, 佐藤史顕, 鈴木栄治, 戸井雅和.  

乳癌における抗 HER2 抗体療法への耐性機序とその克服. (シンポジウム 3) 

第 18 回日本がん分子標的治療学会学術集会、仙台、2014 年 06 月 27 日. 

 

37. 木村礼子, 八木信明, 柳澤昭夫.  

病理組織像から評価した早期胃癌拡大内視鏡像:BLI と NBI の比較.(シンポジウム 10) 

 第 87 回日本消化器内視鏡学会総会、福岡、2014 年 05 月 17 日. 

 

38. 木村礼子, 土肥 統, 八木信明.  

当院における食道 ESD 習得に向けた教育システム. (ESD フォーラム) 

第 10 回日本消化管学会総会学術集会、福島、2014 年 02 月 15 日. 

 

39. 木村礼子、土肥統、八木信明、内藤裕二 

残胃の ESD – 特に縫合線上の病変について-（シンポジウム） 

JDDW 2013、2013 年 10 月 12 日 

 

40. 土屋礼子、八木信明、内藤裕二 

食道・胃 ESD における偶発症への対処法（シンポジウム） 

第 83 回日本消化器内視鏡学会総会、2012 年 05 月 01 日 

 

〔特別講演〕 

 

1. 佐治重衡. 
トリプルネガティブ乳癌にどう挑むべきか？（スポンサードセミナー4・ランチョンセミナー1） 
第 21 回日本乳癌学会東北地方会、仙台（Web）、2024 年 03 月 02 日（1-2）、(第一三共株式会社) 
 

2. 佐治重衡 
SEESSION2「HER2 陰性早期乳癌に対する周術期薬物療法の考え方」 
Breast Cancer Seminar in 群馬 -早期乳がん治療の明日を考える-、群馬+Web、2023 年 05 月 23 日（アストラゼネカ
株式会社） 
 

3. 佐治重衡. 
大きな変化を迎えた HER2 陽性進行再発乳癌の治療戦略. (ランチョンセミナー2) 
第 29 回日本乳腺疾患研究会、札幌（Web）、2023 年 03 月 25 日（24-25）、中外製薬株式会社 
 

4. 徳田恵美 
TNBC に対する術前・術後免疫療法と irAE 対策(スポンサードセミナー２) 
第 20 回日本乳癌学会東北地方会、仙台（ハイブリット開催）、2023 年 03 月 02 日（1-5）、MSD 株式会社（共催） 
 

5. 佐治重衡 
周術期治療におけるオラパリブの位置づけ(特別講演 2) 
Breast Cancer Medical Staff Seminar、郡山、2022 年 11 月 15 日（アストラゼネカ株式会社） 
 

6. 佐治重衡 
日本乳癌学会編 乳癌診療ガイドライン/患者さんのための乳癌診療ガイドラインの役割とその変遷（形成外科ガイド
ライン委員会企画教育セミナー：特別講演） 
第 65 回日本形成外科学会総会・学術総会、大阪（ハイブリット開催）、2022 年 04 月 22 日（20-22） 
 

7. 佐治重衡 
乳癌（初期薬物療法） 教育講演 13 応用編 (On-demand Streaming ：EL13) 
第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2021) 、オンデマンド配信、2021 年 03 月 01 日～31 日 
 

8. 佐治重衡 
乳癌（周術期薬物療法） 教育講演２２ 応用編 
第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会、京都、2019 年 07 月 19 日  
 

9. 佐治重衡 
ガイドライン改定 
第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 07 月 13 日  
 



42 

 

10. 佐治重衡 
がん免疫療法の時代の到来と、これからの乳癌診療(LS-15 ランチョンセミナー) 
第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 07 月 12 日  
 

11. 佐治重衡 
HER2 陽性 EBC をめぐる、ドイツ・日本のガイドラインを読み解く(LS-21 ランチョンセミナー 21) 
第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 07 月 13 日  
 

12. 佐治重衡.  
分子標的治療薬が変えつつある乳癌ホルモン療法の概念（ランチョンセミナー） 
第２０回ホルモンと癌研究会、大阪、2019 年 06 月 28 日（28-29） 
 

13. 佐治重衡 
新規抗がん薬のグローバル臨床開発における日本の役割(特別講演) 
福島医学会第 476 回学術研究集会、福島、2019 年 05 月 23 日 
 

14. 佐治重衡.  
乳癌のバイオロジーにおける CDK4/6 阻害薬の位置付け（ランチョンセミナー） 
第１９回ホルモンと癌研究会、仙台、2018 年 06 月 30 日（29-30） 
 

15. 佐治重衡 
改訂された新ガイドラインの紹介(患者セミナー) 
第 26 回日本乳癌学会総会、京都、2018 年 05 月 18 日  
 

16. 佐治重衡 

ホルモン受容体陽性進行再発乳癌の薬物治療 イブランスを使い始めて（ランチョンセミナー１１） 

日本臨床腫瘍薬学会学術集会 2018、横浜、2018 年 03 月 18 日（17-18） 
 

17. 佐治重衡. 
乳癌に対するホルモン療法の効果予測. 
 第 18 回関東ホルモンと癌研究会、川越、2018 年 01 月 27 日. 
 

18. 佐治重衡.  
分子標的治療薬が変えた進行再発乳癌の治療戦略.(ランチョンセミナー) 
第 294 回東海外科学会、津、2017 年 10 月 15 日  
 

19. 佐治重衡.  
がん微小環境免疫応答・PARP 阻害；乳癌薬物療法の新たな波. (ランチョンセミナー) 
第 23 回日本家族性腫瘍学会学術集会、札幌、2017 年 08 月 05 日（04-05）. 
 

20. 佐治重衡.  
乳癌薬物療法のアップデート（教育講演）. 
第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会、神戸、2017 年 07 月 28 日（27-29）. 
 

21. 佐治重衡.  
ER 陽性 HER2 陰性乳癌におけるこれからのトランスレーショナルリサーチ. (イブニングセミナー) 
第 25 回日本乳癌学会学術総会、福岡、2017 年 07 月 13 日. 
 

22. 佐治重衡 

最新のがん治療 進行再発がん患者さんの期待と不安に答えるために 

第５回がん臨床試験セミナー、東京、2016 年 11 月 26 日(26-27)、一般社団法人日本臨床試験学会 

 

23. 佐治重衡 
ホルモン療法と分子標的治療薬のベストミックス：新しい治療戦略へ(学術セミナー22) 
第 54 回日本癌治療学会学術集会、横浜、2016 年 10 月 21 日(20-22). 
 

24. 佐治重衡 

ホルトバジーのアルゴリズムへの挑戦 ホルモン療法にできること・化学療法にできること（イブニングセミナー） 

第 17 回ホルモンと癌研究会、倉敷、2016 年 06 月 24 日 
 

25. 大野真司、上野貴之、佐治重衡、山下年成、山本豊.  
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Hortobagyi の治療アルゴリズムへの挑戦～Luminal HER2 MBC  HER2 or ER? ～(イブニングセミナーES-04) 
第 24 回日本乳癌学会総会、東京、2016 年 06 月 16 日（16-18）  
 

26. 佐治重衡.  
進歩を続ける進行再発乳癌の治療戦略 残された課題は？. （ランチョンセミナー） 
第 12 回日本乳癌学会関東地方会、大宮、2015 年 12 月 02 日. 
 

27. 上野貴之、佐治重衡. 

HER2 陽性転移性乳癌治療の最大化のために（学術セミナー22） 

第 53 回日本癌治療学会学術集会、京都、2015 年 10 月 29 日. 

 
28. 佐治重衡 

転移乳がんに対する治療戦略 分子標的治療薬から経口ＦＵ剤まで（ランチョンセミナー） 
第 12 回日本乳癌学会中部地方会、福井市、2015 年 09 月 06 日（05− 06） 
 

29. 佐治重衡 
臓器がんの薬物療法 乳がん：ホルモン療法の基礎 Principles of Endocrine Therapy for Breast Cancer(EL21 教育講演） 
第 13 回日本臨床腫瘍学会学術集会、札幌、2015 年 07 月 17 日（16〜18） 
 

30. 佐治重衡 
乳癌薬物療法の進步と潮流(T-CORE) 
第２１回東北臨床腫瘍セミナー、仙台、2015 年 07 月 11 日 
 

31. 佐治重衡 
セカンドオピニオンから学ぶ進行・再発乳がん治療 （イブニングセミナー） 
第 23 回日本乳癌学会学術総会、東京、2015 年 07 月 02 日（2-4） 
 

32. 佐治重衡.  
転移再発乳癌に対する適切な分子標的治療（教育講演）.  
第 12 回日本乳癌学会東北地方会、仙台、2015 年 03 月 07 日. 
 

33. 佐治重衡.  
１０年後の乳癌治療を予想する.  
第 11 回日本乳癌学会中国四国地方会、広島、2014 年 09 月 21 日. 
 

34. 佐治重衡.  
ホルモン療法はなぜ効くか？を一緒に考えてみましょう. 
第 11 回日本乳癌学会中部地方会、岐阜、2014 年 09 月 14 日. 
 

35. 佐治重衡.  
再発乳癌に対するホルモン療法：順序は大事なのか？  
第 15 回乳癌最新情報カンファランス、松本、2014 年 08 月 09 日. 
 

36. 佐治重衡 
ホルモン陽性の進行・再発乳がんの治療アルゴリズムについて考える (イブニングセミナー) 
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